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資料編 1．総合計画策定経過

1．総合計画策定経過

市　　長 総合振興審議会筑西市議会
答申）（

諮問）（

議決）（議

提案）（提

策定委員会（構成：助役及び部長）

・基本構想案及び前期基本計画案を決定

市民まちづくり会議

【市民参加】

政策検討委員会（構成：次長及び課長）

・基本構想案及び前期基本計画案を検討・作成
・市民まちづくり会議・市民地域づくり会議・
　住民懇談会へ参加

ワーキングチーム（構成：補佐及び係長）  

・5つの専門部会に分かれて分野ごとに前期基
　本計画案の作成・取りまとめ

各　課　職　員

・全職員参加による計画づくり

事　務　局　（企画課）

・市全体のまちづくりについて
　検討
（5部会 各20人 計100人）

市民地域づくり会議

・魅力ある地域づくりについて
　検討
（7中学校区各20人 計140人）

住民懇談会

・5箇所で開催

その他の市民参加

○市民アンケート調査
○各種団体意見・提案書提出
○パブリックコメント

■ 策定体制図
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1．総合計画策定経過

年月日 事　　　　　項 内　　　　　容

平成 17年       11 月  7 日 職員研修 筑西市総合計画策定に向けて

11 月  9 日 職員研修 筑西市総合計画策定に向けて

11 月 8日～ 11 月 30 日 市民アンケート調査の実施 市民2,000人を対象に実施

11 月 14 日～ 11 月 18 日 各課ヒアリング
各施策への取組状況や問題点、今後取り組む
べき課題などについて

平成 18年         2 月 14 日 第1回策定委員会
総合計画の策定にあたって
役割及びスケジュール
市民アンケート調査結果の概要について

2 月 14 日 第1回政策検討委員会   　〃

3 月 24 日 第2回政策検討委員会
都市基本政策について
市民まちづくり会議等との連携について

4 月 25 日 第1回都市環境専門部会 都市基本政策について

4 月 26 日 第1回健康福祉専門部会   　〃

4 月 28 日 第1回教育文化専門部会   　〃

4 月 28 日 第1回住民自治専門部会 　  〃

5 月  2 日 第1回産業観光専門部会 　  〃

5 月 10 日 第1回政策検討委員会正副部会長会議 　  〃

5 月 23 日 第2回策定委員会 都市基本政策について

7 月  5 日 第3回政策検討委員会
基本構想（案）について
ワーキングチームへの付託事項について

7 月 10 日 第2回健康福祉専門部会 基本構想（案）について

7 月 11 日 第2回教育文化専門部会  　 〃

7 月 12 日 第2回産業観光専門部会 　  〃

7 月 13 日 第2回住民自治専門部会  　 〃

7 月 13 日 第1回ワーキングチーム会議（合同）
総合計画について
役割及びスケジュールについて
基本計画案の作成について

7 月 14 日 第2回都市環境専門部会 基本構想（案）について

8 月  2 日 第4回政策検討委員会 基本構想（修正案）について

8 月 10 日 第1回総合振興審議会

委員の委嘱
会長・副会長の選出について
総合計画について
市民アンケート調査の結果について
部門別課題について

8 月 30 日 第3回策定委員会

経過報告とスケジュールについて
基本構想（案）について
市民地域づくり会議提言書について
市民まちづくり会議提言書について

9 月 21 日 第2回都市環境ワーキングチーム会議
基本計画第1次案の内容確認について
基本計画第2次案の作成について

9 月 21 日 第2回教育文化ワーキングチーム会議  　 〃

9 月 22 日 第2回住民自治ワーキングチーム会議   　〃

9 月 24 日 住民懇談会（下館地区 )
総合計画について
筑西市の概況について
基本構想（案）について

9 月 24 日 住民懇談会（関城地区 )   　〃

■ 策定経過
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年月日 事　　　　　項 内　　　　　容

9 月 25 日 第2回産業観光ワーキングチーム会議
基本計画第1次案の内容確認について
基本計画第2次案の作成について

9 月 26 日 第2回健康福祉ワーキングチーム会議   　〃

9 月 27 日～ 10 月 20 日 パブリックコメント 基本構想（案）について意見を募集

9 月 30 日 住民懇談会（下館地区 )
総合計画について
筑西市の概況について
基本構想（案）について

9 月 30 日 住民懇談会（明野地区 )   　〃

10 月  1 日 住民懇談会（協和地区 )   　〃

11 月  8 日 第5回政策検討委員会
経過報告とスケジュールについて
基本構想（案）について

11 月 14 日 第4回策定委員会   　〃

11 月 16 日 第3回健康福祉ワーキングチーム会議 基本計画第2次案の内容確認について

11 月 20 日 諮問
市長が基本構想（案）について総合振興審議
会に諮問

11 月 20 日 第3回産業観光ワーキングチーム会議 基本計画第2次案の内容確認について

11 月 21 日 第3回住民自治ワーキングチーム会議   　〃

11 月 22 日 第3回都市環境ワーキングチーム会議  　 〃

11 月 22 日 第3回教育文化ワーキングチーム会議  　 〃

11 月 28 日 第2回総合振興審議会 基本構想（案）について

12 月 21 日 第4回産業観光ワーキングチーム会議 基本計画第3次案の内容確認について

12 月 21 日 第4回住民自治ワーキングチーム会議   　〃

12 月 25 日 第4回都市環境ワーキングチーム会議  　 〃

12 月 26 日 第4回健康福祉ワーキングチーム会議  　 〃

12 月 26 日 第3回総合振興審議会 総合計画基本構想（案）について

12 月 27 日 第4回教育文化ワーキングチーム会議 基本計画第3次案の内容確認について

平成 19年         1 月 16 日 第6回政策検討委員会
経過報告とスケジュールについて
前期基本計画（案）について

1 月 22 日 答申
総合振興審議会が基本構想（案 )について市
長に答申

1 月 23 日 庁議 基本構想を庁議決定

1 月 24 日 第5回策定委員会
経過報告とスケジュールについて
前期基本計画（案）について

1 月 26 日 諮問
市長が前期基本計画（案）について総合振興
審議会に諮問

2 月  5 日 第4回総合振興審議会 前期基本計画（案）について

2 月 16 日 第5回総合振興審議会   　〃

2 月 19 日 議会全員協議会 基本構想の説明

2 月 27 日 第6回総合振興審議会 前期基本計画（案）について

2 月 28 日 議会上程 基本構想を議会定例会に上程

3 月 19 日 議会可決 基本構想が議会において可決

3 月 20 日 答申
総合振興審議会が前期基本計画（案 )につい
て市長に答申

3 月 27 日 庁議 前期基本計画を庁議決定

1．総合計画策定経過資料編
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2．諮問・答申書

2．諮問・答申書

■ 「筑西市総合計画基本構想（案）について」諮問書

■ 「筑西市総合計画基本構想（案）について」答申書

資　

料　

編
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資料編 2．諮問・答申書

■ 「筑西市総合計画前期基本計画（案）について」諮問書

■ 総合振興審議会から市長への答申
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2．諮問・答申書
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■ 「筑西市総合計画前期基本計画（案）について」答申書
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資料編 3．筑西市総合振興審議会

■ 筑西市総合振興審議会設置条例

3．筑西市総合振興審議会
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3．筑西市総合振興審議会
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№ 区　分 所属団体等 役　職　名 氏　　名 備　　考

1 市議会議員 筑西市議会 議　長 吉　澤　範　夫 会長

2 〃 筑西市議会 副議長 松　本　定　一

3 〃 筑西市議会総務企画委員会 委員長 小　嶋　政　男

4 〃 筑西市議会税務環境委員会 委員長 櫻　井　信　志

5 〃 筑西市議会福祉厚生委員会 委員長 渡　邉　　　哲

6 〃 筑西市議会経済開発委員会 委員長 榎　戸　甲子夫

7 〃 筑西市議会建設委員会 委員長 橋　本　昭　一

8 〃 筑西市議会文教委員会 委員長 下　条　　　豊

9 団体役職員 筑西市自治会連合会 会　長 中　川　郁　夫 副会長

10 〃 下館商工会議所 会　頭 関　　　正　夫

11 〃 北つくば農業協同組合 代表理事理事長 加倉井　豊　邦

12 〃 筑西市教育委員会 委員長 濱　名　尚　文

13 〃 筑西市農業委員会 会　長 高　橋　三　郎

14 〃 筑西市社会福祉協議会 会　長 田　中　　　忍

15 〃 筑西市連合民生委員児童委員協議会 会　長 落　合　　　勇

16 〃 筑西市観光協会 副会長 小　嶋　勝五郎

17 〃 筑西市文化協議会 会　長 神　原　榮　次

18 〃 筑西市体育協会 会　長 關　　　四　郎

19 〃 筑西市保育研究会 会　長 新　井　利　平

20 〃 筑西市子ども会育成連合会 会　長 国府田　　　猛

21 〃 筑西市地域女性団体連絡会 会　長 関　根　静　子

22 〃 筑西地区交通安全母の会連合会 会　長 新　井　佳代子

23 〃 筑西市食生活改善推進員連絡協議会 会　長 大　畑　し　げ

24 〃 ちくせい女性団体連絡協議会 会　長 羽　田　節　子

25 〃 筑西市国際交流連絡協議会 会　長 我　妻　愛　子

26 〃 同友クラブ 会　長 荻　野　忠　夫

27 〃 下館青年会議所 理事長 増　渕　正　浩

28 学識経験者 茨城県県西地方総合事務所 所　長 福　地　省　行

29 〃 茨城県企画部地域計画課 課　長 羽　白　　　淳

30 〃 真壁医師会筑西支部 支部長 落　合　聖　二

（敬称略）
■ 筑西市総合振興審議会委員名簿

資料編 3．筑西市総合振興審議会
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4．総合計画策定委員会設置要綱
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編

■ 筑西市総合計画策定委員会設置要綱

4．総合計画策定委員会設置要綱
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資料編 4．総合計画策定委員会設置要綱



164 165

4．総合計画策定委員会設置要綱

■ 別表2（第4条関係）

■ 別表1（第3条関係）

助役 市民環境部長 下水道部長 市民病院事務部長

市長公室長 保健福祉部長 関城支所長 教育次長

総務部長 経済部長 明野支所長 議会事務局長

企画部長 建設部長 協和支所長 農業委員会事務局長

税務部長 都市整備部長 水道部長

部　名 政　策　検　討　委　員　会　委　員

市長公室 男女共同参画課長 広報広聴課長

総務部
総務部次長 総務課長 行政改革推進課長

消防防災課長

企画部 企画部次長 財政課長 情報政策課長

税務部 税務部次長

市民環境部
市民環境部次長 保険年金課長 生活環境課長

市民安全課長

保健福祉部
保健福祉部次長 社会福祉課長 こども家庭課長

高齢福祉課長 保健推進課長

経済部

経済部次長 商工観光課長 農政課長

ふるさと整備課長 農業集落排水課長 関城経済課長

明野経済課長 協和経済課長

建設部 建設部次長 土木課長 建築課長

都市整備部
都市整備部次長 都市計画課長 公園街路課長

都市整備課長 まちづくり課長

下水道部 下水道部次長 下水道工務課長

水道部 水道部次長 水道業務課長

市民病院事務部 市民病院事務部次長 庶務課長

教育委員会

教育参事 学務課長 施設整備課長

生涯学習課長 地域交流センター長 文化課長

スポーツ振興課長 中央図書館長 美術館副館長

議会事務局 議会事務局次長 庶務課長

農業委員会事務局 農業委員会事務局次長 庶務課長

資　

料　

編
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資料編 4．総合計画策定委員会設置要綱

■ 別表3（第6条関係）

● 健康・福祉部会

部　　　名 ワーキングチーム構成員
総務部 消防防災課

市民環境部 生活環境課 市民安全課 関城市民環境課 明野市民環境課
協和市民環境課

建設部 土木課 道路維持課 建築課 関城建設課
明野建設課 協和建設課

都市整備部 都市計画課 公園街路課 区画整理課 都市整備課
宅地開発課 まちづくり課

下水道部 下水道業務課 下水道工務課

水道部 水道業務課 水道施設課 関城水道事務所 明野水道事務所
協和水道事務所

部　　　名 ワーキングチーム構成員
市民環境部 保険年金課 関城市民環境課 明野市民環境課 協和市民環境課

保健福祉部

社会福祉課 こども家庭課 木の実保育園 関城保育所
協和保育所 子育て支援センター 障害福祉課 高齢福祉課
介護保険課 保健推進課 下館保健センター 関城保健センター
明野保健センター 協和保健センター 関城福祉課 明野福祉課
協和福祉課

市民病院事務部 庶務課 医事課

● 産業・観光部会

● 教育・文化部会

● 都市・環境部会

● 住民・自治部会

部　　　名 ワーキングチーム構成員

教育委員会

学務課 関城幼稚園 明野幼稚園 協和幼稚園
下館学校給食センター 明野学校給食センター 協和学校給食センター 施設整備課
指導課 生涯学習課 生涯学習センター 地域交流センター
関本公民館 明野公民館 協和公民館 文化課
スポーツ振興課 中央図書館 明野図書館 美術館

部　　　名 ワーキングチーム構成員

経済部 商工観光課 農政課 ふるさと整備課 農業集落排水課
関城経済課 明野経済課 協和経済課

農業委員会事務局 庶務課 農地調整課

部　　　名 ワーキングチーム構成員
市長公室 秘書課 男女共同参画課 広報広聴課
総務部 総務課 行政改革推進課 契約管財課
企画部 企画課 財政課 情報政策課

税務部 収税課 資産税課 市民税課 関城税務課
明野税務課 協和税務課

市民環境部 市民課 関城市民環境課 明野市民環境課 協和市民環境課
保健福祉部 地域改善対策課
関城支所 関城総務課
明野支所 明野総務課
協和支所 協和総務課
会計課 会計課
議会事務局 庶務課 議事課
監査委員公平委員会 監査委員公平委員会
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5．市民まちづくり会議
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編

5．市民まちづくり会議

■ 市民まちづくり会議開催経過

月　日 回数 会　　議　　名 協議内容

平成18年2月25日 第1回 合同会議
●目的とスケジュール
●会議の進め方
●正副座長、正副部会長選出

3月 31日 　 第1回正副部会長会議 ●会議の進め方について

4月 10日

第2回

住民・自治部会

●フリートーキング

4月 10日 産業・観光部会

4月11日 教育・文化部会

4月11日 都市・環境部会

4月12日 健康・福祉部会

5月10日

第3回

住民・自治部会

●部門別課題への対応策の検討

5月 10日 産業・観光部会

5月11日 教育・文化部会

5月11日 都市・環境部会

5月19日 健康・福祉部会

6月20日 　 第2回正副部会長会議
●部会ごとの提言書についての
　情報交換

6月 22日

第4回

教育・文化部会

●まちづくり計画（提言書）の確認

6月 23日 都市・環境部会

6月26日 住民・自治部会

6月26日 産業・観光部会

6月30日 健康・福祉部会

7月25日 　 第3回正副部会長会議
●提言書の確認
●合同会議の内容確認

8月 19日 第5回 合同会議
●提言書を市長に提出
●提言内容発表
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■ 市民まちづくり会議からの提言概要

健康・福祉部会からの提言

1．一人ひとりの健康・生きがいづくりを支援する
年齢や体力、目的に応じて、一人ひとりがスポーツなどを楽しみながら自らの健康を
守り、生涯元気で生きがいある生活をおくることができるよう、身近な施設や人材を活
用した市民の健康づくり活動を支援していくべきである。

2．みんなで支え合うまちづくりを実現する
少子高齢化を見据えて、地域でのふれあい・支え合いを基本に、自治会活動やボラン
ティア活動の活性化を図り、だれもが住み慣れた地域で安心・安全に暮らしを楽しむこ
とのできる豊かな地域コミュニティづくり、すなわち大きなまちづくりより小さなまち
づくりに取り組んでいくべきである。

3．安心して子どもを生み育てることのできるまちづくりに取り組む
安心して子どもが生める医療・福祉の環境整備や子育てをする親への支援の充実を図
るとともに、子どもの安全や健全な成長を見守っていく環境づくりに地域ぐるみで取り
組んでいくべきである。

都市・環境部会からの提言

1．住み良いまちづくり・魅力あるまちづくりにみんなで取り組む
市民が考える住み良いまちづくりや中心市街地をはじめとする魅力あるまちづくりに
ついて、市民と行政が地域の課題を共有しながら、協働して取り組んでいくべきである。

2．地域ぐるみの環境の維持・景観づくり活動を支援する
市民の誇りである雄大な自然環境や美しい景観を、みんなで守り、PRし、次世代に
引き継いでいけるよう、地域ぐるみで取り組む気運を高めていくべきである。

3．安心・安全なまちづくりの一層の推進を図る
子どもから高齢者まで誰もが安全・安心に暮らしていくことのできる環境づくりに向
けて、市民の自主的な取り組みを支援するとともに災害等に備えた施設・体制の一層の
充実を図るべきである。

教育・文化部会からの提言

1．スポーツを通した健康づくりにみんなで取り組む
子どもから高齢者まで、誰もが、一人ひとりの目的と体力に応じたスポーツや健康づ
くりに取り組んでいけるよう、様々な機会の創出と施設の充実・活用を図っていくべき
である。
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2．市民が自ら学ぶ・学べる環境づくりを推進する
市民の学習意欲に応える生涯学習プログラムの充実や、様々な文化活動を支援してい

くとともに、まちを知り、地域の歴史や文化を継承し発信していく意識を高めながら、
市民が誇れる学びの環境づくりを進めるべきである。

3．学校と地域が連携して健やかな子どもの育成に取り組む
次代を担う子どもたちが、地域で大切にされ、健やかに成長していけるよう、学校と

地域の結びつきを深めながら、地域における子どもの見守り・ふれあいの環境づくりに
取り組んでいくべきである。

産業・観光部会からの提言

1．まちなかのにぎわいづくりに取り組む
筑西市の顔として生活・文化・産業を育んできた中心市街地の賑わいの再生や、日常

のふれあいを大切にする地域毎の商店街の活力づくりなど、歴史や地域資源を魅力とす
る“まちなか”の賑わいづくりに事業者・市民・行政が協力して取り組んでいくべきで
ある。

2．農業を活かした地域づくり・しごとづくりに取り組む
筑西市の誇る農業（自然）環境や農産物を活用し、商業・工業・観光など他の産業と

一体となってさらに魅力を高め、地域の活力づくりや新たなしごとづくりに繋げていく
べきである。

3．地域の魅力を活かしたもてなしの環境づくりにみんなで取り組む
地域を知り、魅力を発見・再認識し、様々なふれあいを育みながら、筑西市ならでは

のもてなしの心あふれる“観光”づくりに地域ぐるみで取り組むべきである。

住民・自治部会からの提言

1．地域のコミュニティを大切にするまちづくりに取り組む
自治会をはじめ、市民の日常のふれあいや話し合いの場づくりに努め、自主的な地域

づくり活動や楽しみ・生きがいづくりを通して皆で地域コミュニティの活性化に取り組
むことが大切であり、行政はその手助けをするべきである。

2．市民の手によるまちづくり・まちおこしを支援する
地域の特色を発見し、活かしながら、市民・事業者・行政が協力して様々な分野が相

互に連携し合うまちおこしに取り組んでいくべきである。

3．市民と行政のより良い関係を築く
市民と行政がそれぞれの役割について話し合い、協力してまちづくりを推進していく、

より良い関係を築くべきである。
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6．市民地域づくり会議

■ 市民地域づくり会議開催経過

月　日 回数 会　　議　　名 協議内容

平成18年2月18日 第1回 合同会議
●目的とスケジュール
●会議の進め方
●正副座長、正副部会長選出

3月 28日

第2回

協和部会

●ワークショップ
　地域の魅力を高めるための
　資源の抽出と活用について

3月 29日 下館南部会

3月30日 明野部会

3月30日 下館北部会

3月31日 下館部会

4月　1日 下館西部会

4月　1日 関城部会

5月22日

第3回

明野部会

●地域の魅力を高める資源と地域づくり
　の方向案の検討

5月 23日 下館北部会

5月24日 下館部会

5月25日 下館南部会

5月26日 協和部会

5月27日 下館西部会

5月27日 関城部会

7月 全部会委員 ●地域づくり計画（提言書）書面協議

8月 3日 　 正副部会長会議
●提言書の確認
●合同会議の内容確認

8月 19日 第4回 合同会議
●提言書を市長に提出
●提言内容発表
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■ 市民地域づくり会議からの提言概要

下館部会からの提言書

地域の魅力・誇りである「芸術・文化」「歴史」「河川・水辺」などの資源を大切に守り、
みんなで活かしていく取り組みを通して、筑西市の新しい歴史・文化として市内外・全国に
まで発信していけるような誇れる地域づくりを進める。

1 誇れる芸術・文化の環境を活かし、筑西市の新しい市民文化として発信していく
　環境づくりに取り組んでいくべきである

① アルテリオや図書館、スピカなどを活用した拠点づくりを進める
② まちなかの蔵や空き店舗などを有効に活用していく
③ 歴史的・文化的資源の保全と積極的な活用を図る

2 地域の歴史を偲ばせる象徴的な街なかづくりに取り組んでいくべきである
① 昔ながらの街なみを活かす・再生する
② 楽しく快適に歩ける街なかの道づくりを進める

3 潤いのある水辺空間づくりに取り組んでいくべきである
① 街なかの水辺の再生を図る
② 水辺の自然と身近にふれあえる環境を整える

《地域づくりの方向：将来像》

新しい筑西の歴史と文化を創造する地域づくり

下館西部会からの提言書

地域の魅力・誇りである「自然（鬼怒川）」や「駅・市街地（川島・玉戸地区）」を中心と
した暮らしの環境づくりにみんなで取り組み、地域を象徴する鬼怒川とともに、だれもが安全・
安心・快適に暮らせる地域づくりを進める。

1 鬼怒川の歴史を誇りとする地域づくりを進めるべきである
① 地域の歴史や文化を生かした活力ある地域をつくる
② 鬼怒川の河川環境の活用を図る

2 安全で快適な市街地づくりに取り組んでいくべきである
① 川島駅周辺地区の整備を進める
② 玉戸駅周辺地区の整備を進める

《地域づくりの方向：将来像》

鬼怒川とともに歩む安全・快適な環境の地域づくり

資　

料　
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下館南部会からの提言

地域の魅力・誇りである「自然（河川）」「田園」「共生（自然と暮らし）」などの資源や環
境を大切に守り、みんなで活かしていく取り組みを通して、豊かな田園環境や美しい景観を
誇りとして快適に暮らし続けることのできる地域づくりを進める。

1 雄大な自然を誰もが楽しめる地域づくりに取り組んでいくべきである
① 身近な自然とふれあえる空間づくりを進める
② 地域における学習の拠点づくりを進める

2 田園環境を生かした快適な生活環境づくりに取り組んでいくべきである
○ 農業の恵みを実感できる環境づくりを進める

3 暮らしの質を高める環境づくりに取り組んでいくべきである
① 魅力ある安全・快適な地域づくりに向けた整備を進める
② 下館ニュータウンや大田郷地区におけるゆとりとうるおいある居住環境の維持を図
　 る

《地域づくりの方向：将来像》

美しい河川・田園環境と共生し、快適に暮らせる地域づくり

下館北部会からの提言

地域の魅力・誇りである「歴史・文化」「農業」「自然」などの資源を大切に守り、みんな
で活かしていく取り組みを通して、史跡の保全や伝統芸能・お祭りの継承、農業を通した様々
なふれあいなど、暮らしを楽しめる地域づくりを進める。

1 歴史を大切に伝えていく地域づくりに取り組んでいくべきである
○ 地域の歴史的資源の保全と積極的な活用を図る

2 農業を基本とした地域の魅力と活力づくりに取り組んでいくべきである
○ 地域の農業や農産物を活用し都市との交流を図る

3 だれもが身近な自然を楽しめる環境づくりに取り組んでいくべきである
○ 地域でのふれあいや交流の場づくりを進める

《地域づくりの方向：将来像》

美しい水辺と田園のなかでの暮らしを楽しむ地域づくり
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関城部会からの提言

地域の魅力・誇りである「歴史・文化」「農業（自然）」などの資源を大切に守り、みんな
で活かしていく取り組みを通して、地域の風土と豊かな農業の恵みを実感できる魅力と活力
ある地域づくりを進める。

1 誇れる歴史や伝統の継承と積極的な活用を市民と行政で連携して推進し、地域の魅
　力として発信していくべきである

○ 歴史的資源や伝統文化の保全と積極的な活用を図る

2 筑西市の農業を先導・推進する活力ある地域づくりに取り組んでいくべきである
○地域の特産物を活かした逸品農業を進める

3 農業や自然を生かした市民活動を進めていくべきである
○ 多彩な交流を積極的に進め、情報発信を進める

《地域づくりの方向：将来像》

歴史ある風土と農の恵みが育む魅力と活力ある地域づくり

明野部会からの提言

地域の魅力・誇りである「健康」「自然」「歴史・伝統」などの資源を大切に守り、みんな
で活かしていく取り組みを通して、地域の自然や歴史・伝統との日々ふれあいや文化芸術を
楽しみながら、だれもが健康で生き生きと暮らしていける地域づくりを進める。

1 健康づくりにみんなで取り組みながら、様々な健康づくり情報の発信に取り組んで
　いくべきである

○ あけの元気館やいきがいセンターなどを活用した健康づくり拠点の充実を図る

2 市民の生き生きとした活動を進めていくべきである
① 自然とふれあえる楽しみの空間づくりを進める
② 地域の農産物の活用を進める

3 地域の歴史や伝統を学び、後世に伝えていく環境づくりに取り組んでいくべきであ
　る

○ 歴史的資源・伝統文化の保全と積極的な活用を進める

《地域づくりの方向：将来像》

自然とのふれあいを楽しむ、健康・生き生き地域づくり
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協和部会からの提言

地域に定着している健康づくりを継承するとともに、地域の魅力・誇りである「歴史」「自
然」「農業」「公園」などの資源を大切に守り、みんなで活かしていく取り組みを進め、豊か
な自然や歴史のなかで様々なふれあいの輪を広げ、豊かな田園生活を楽しむことができる地
域づくりを進める。

1 地域の歴史などを伝えていく地域づくりに取り組んでいくべきである
○ 歴史的・文化的資源の保全と積極的な活用を図る

2 自然とのふれあいを楽しむ地域づくりに取り組んでいくべきである
○ 自然とのふれあい拠点づくりを進める

3 農の恵みにふれあえる環境づくりに取り組んでいくべきである
○ 地域の農産物の活用や農業環境の一層の充実を図る

4 県西総合公園などの積極的な活用を図っていくべきである
① 県西総合公園などの有効活用を図る
② その他の公園・広場の活用

《地域づくりの方向：将来像》

健康づくりを推進し、ふれあい豊かな田園生活を楽しむ地域づくり
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7．市民アンケート調査

■ 市民アンケート調査結果の概要

1．調査の目的と方法

（1）目　的
市民アンケート調査は、筑西市総合計画の策定にあたって、地域の生活環境評価、将

来像などに対する市民の意向や要望、さらには地域の誇りやまちづくりへの参加意欲を
探り、計画策定に活用することを目的として実施したものです。

（2）調査の方法
① 対　　象：筑西市在住の20歳以上の男女より2,000人を無作為に抽出
　　　　　　※筑西市人口：113,402人（平成17年 9月1日現在）
② 調査方法：郵送による配布・回収
③ 調査期間：平成17年11月 8日～17年 11月 30日

（3）回収状況
① 標　本　数：2,000票
② 有効回収数：  891票
③ 有効回収数：  44.6％
④ 地区別回収数及び回収率

地　区 発送数 回収数 回収率

下館（4地区） 1,112 478 43.0％

関城中学校区 273 130 47.6％

明野中学校区 303 137 45.2％

協和中学校区 302 141 46.7％

無回答 ̶ 5 ̶

未　着 10 ̶ ̶

総　計 2,000 891 44.6%

下館地区は4つの中学校区の合計となっています。
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2．集計結果

定住意向について1

●あなたは今後とも筑西市に住
み続けたいと思いますか。

約 7割の人が筑西市に住
み続けたいと思っていま
す。

73.1％

2.0％

6.2％

4.4％

13.8％

0.6％

0 10 20 30 40 50 60 70 80

ずっと住み続けたい

別の地域に住みたい

県内に移り住みたい

県外に移り住みたい

わからない

無回答

（％）

生活環境について2

●あなたがお住まいの地域の生
活環境についてどのように感
じますか。

上水道の整備、ごみ収集
サービス、消防・防災体
制、地域の歴史・文化や
お祭りなどで評価が高く、
公共交通や商工業・観光
の振興で評価が低くなっ
ています。

-1.0 -0.8 -0.6 -0.4 -0.2 0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0

幹線道路の整備（国道・県道など）
生活道路の整備
下水道の整備
上水道の整備

公共交通
住宅の整備

学校教育の充実
生涯学習や文化の振興

スポーツや余暇活動の振興
保健・健康・医療の充実

高齢者や障害者福祉に関するサービス
児童福祉に関するサービス
公園の整備や緑化の推進

ごみ収集サービス
し尿処理サービス

平地林や河川の水辺などの自然環境の保全
環境保全対策

まちなみや田園景観など風景の良さ
農林業の振興
商工業の振興
観光の振興

地域活動・住民参加
消防・防災体制
交通安全対策

地域の歴史・文化やお祭りなど

-0.10

-0.30

-0.13

0.44

-0.67

-0.06

-0.16

0.05

0.10

0.05

-0.04

-0.20

-0.10

-0.19

0.41

0.12

-0.17

-0.22

0.26

-0.22

-0.52

-0.54

0.04

0.30

0.05

0.33

インターネット等による情報提供や公共
施設間の情報ネットワーク、情報教育

※5段階評価のそれぞれの評価基準を
　・「満　　足」 ＝ 2点
　・「やや満足」 ＝ 1点
　・「どちらでもない」 ＝ 0点
　・「やや不満」 ＝－1点
　・「不　　満」 ＝－2点
として各項目に対する評価を点数化し、平均値（加
重平均値）を求めます。よって加重平均が高いほど、
その項目に対する評価が高いこととなります。
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資　

料　

編

筑西市の誇り、目指すべき将来像について3

●市全体のすばらしいところ、誇
れるところについて

歴史的まちなみ・田園の
景観、自然環境、お祭り
などの伝統文化、農業や
あ農産物の豊かさが筑西
市の誇りとなっています。

27.3％

0 10 20 30 40 50

自然環境
歴史的まちなみ・田園の景観

歴史的資源
お祭りなどの伝統文化
農業や農産物の豊かさ

公共施設の充実
交流活動

交通の利便性
買い物などの利便性

工業などの集積
助け合いやふれあいの環境

公共サービス
教育や子育ての環境

防災や防犯などの安全性
その他
無回答

41.8％

8.3％

27.7％

25.7％

12.9％

5.4％

4.6％

3.9％

3.1％

2.7％

7.1％

2.7％

3.0％

1.5％

5.7％

（％）

●市全体の将来像について

交通ネットワークの充実
したまち、賑わいのある
まち、福祉対策などが充
実したまちが将来像とし
て期待されています。

28.2％
14.8％

11.4％
8.3％

22.9％
7.6％
8.4％

5.2％
5.6％
8.6％

16.3％
7.3％
7.4％

20.9％
4.5％
2.7％

10.8％
0.9％
2.4％

0 10 20 30 40 50

交通ネットワークが充実したまちづくり
生活環境が充実したまちづくり

循環型のまちづくり
景観を保全するまちづくり

賑わいあるまちづくり
農業を支え、育むまちづくり

工業等の振興を図るまちづくり
観光の振興を図るまちづくり

生涯学習のまちづくり
スポーツや健康づくりのまちづくり

安心して子どもを産み育てられるまちづくり
次世代の育成に取り組むまちづくり
高齢者が社会参画できるまちづくり
福祉対策などが充実したまちづくり

安心安全なまちづくり
ふれあい・助け合いを大切にするまちづくり

市民と行政が協働で進めるまちづくり
その他
無回答

（％）
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●今後の市政への参加について

市民の主体的な集まりに
参加、懇談会等に参加、
まちづくり計画の策定へ
の参加、陳情や請願など
による意見など、積極的
な参加意向が 3割を占め
ており、さらにアンケー
ト調査への協力を加える
と約 7割の人が、市政へ
の参加意向を示していま
す。

0 10 20 30 40 50

市民の主体的な集まりに参加

懇談会や座談会に参加

陳情や請願等により意見

まちづくり計画の策定に参加

アンケート調査に協力

議員や市・専門家に任せる

その他

関心がない

無回答

14.8％

7.6％

3.5％

7.6％

36.5％

13.1％

1.5％

11.1％

4.3％

（％）

●今後の市役所の役割や行政の
進め方について

まちづくりをリード、行
政組織・機構の検討、市
民への情報提供、市民の
声を聞く機会・体制の整
備などが望まれています。

0 10 20 30 40 50

まちづくりをリード

行政組織・機構の検討

市民への情報を提供

市民の声を聞く機会・体制

人材育成や専門家の派遣

資金的な援助

ルールやしくみづくり

その他

無回答

22.8％

19.3％

17.8％

18.4％

5.3％

4.9％

6.7％

1.0％

3.7％

（％）

まちづくり活動への参加について4

●今後のまちづくり活動への参
加意向について

スポーツや健康づくり活
動、趣味や特技を生かし
た学習・文化活動のほか、
地域の美化運動や清掃活
動、環境保護活動などへ
の参加意欲が高くなって
います。

0 10 20 30 40 50

地域の美化運動や清掃活動
環境保護の活動

高齢者などの手助けや施設の手伝い
地域での子育ての支援

青少年の健全育成
歴史や伝統文化を守る活動

趣味や特技を生かした学習・文化活動
スポーツや健康づくり活動

国際交流や他都市との交流活動
お祭りや催し物の企画・運営
公園や公共施設の管理運営

防犯・防災活動や災害救援活動
あまり関心がない

その他
無回答

20.1％

17.4％

13.7％

8.9％

3.6％

5.1％

21.7％

24.6％

5.1％

6.5％

5.6％

11.0％

16.3％

1.9％

4.0％

（％）
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